








 

 本年度の本部門においては、例年通り、小は履き物の工夫より、大は、水洗

トイレ付きベットに到る各種の機器が開発工夫された。 

 まづ大型の介護、管理機器として、水洗トイレ付きベットなどの工夫があげ

られる。これは、排便に際しての介護労作の軽減、患児(者)の移動の必要性が

なく、ベットより移動することなく、そのまま排便、排尿が可能ならしめるこ

とを目的としたもので、ベットの下半部が、取りはづされ、便器車を搬入する

ようにして下半身、あるいは殿部を支えるようにして排泄動作が営まれるよう

工夫したものである。この際、患児(者)は、リモートコントロールにより任意

に上体が起せるようになっている。 


